
富山県農村振興対策委員会議事録（概要） 

 

日時 令和5年2月20日（月）14時30～16時00分 

                場所 富山県民会館７０１会議室 

 

○ 事務局から、資料１－①「中山間地域等直接支払制度（中間評価含む）」、

資料１－②「多面的機能支払制度」及び資料１－③「環境保全型農業直接支払制

度（中間評価報告含む）」について説明。 

委員からの主な質問・意見及び事務局からの回答は以下のとおり。 

 

（１）日本型直接支払制度の実施状況について 

①中山間地域等直接支払制度（中間評価について） 

【委員】中間評価での市町村アンケート調査や結果からみても、この制度は荒廃

農地の発生防止、担い手の維持に大きく貢献していることが改めて感じること

ができた。 

 

【委員】集落戦略の簡素化、協定書・申請手続き等の事務負担軽減の意見が多い

が、今後さらに高齢化していく中、事務の相談窓口の設置など、サポートできる

体制も必要では。 

【委員】今年度から地域で多面的機能支払の事務を担当しているが、データにリン

クが貼られていて複雑である。おそらく直払の事務も同様だと思うが、高齢の方

でも簡単にできる単純なものにしてほしい。 

【事務局】簡素化については、以前に比べて分かりやすくなっているが、様式が

すぐに変更されることもあり、また、市町村のフォロー体制の温度差など課題は

多い。作業をやる人の立場になり、タブレット等での簡素化も含め、事務しやす

い体制を整えるよう国にも要望したい。 

 

 

 



【委員】集落戦略の簡素化を求める声が多いが、集落戦略の様式が複雑なのか、

それとも将来像を話し合う時に「人が見えない」中、将来像を描かなければい

けないという事に対して簡素化してほしいと言っているのか、それによっては

見方が違うため、確認が必要では。 

【事務局】集落戦略の資料の作成自体は、該当する項目の“○”、“×”だけで簡単

であるが、地域でどんな人がやっているか作る図面の作成が大変と認識してお

り、どの部分が簡素化できるのか考えたい。 

 

【委員】地域では世代交代が上手くいかないケースが多く新しいやり方（パワーア

ップ）や発想の転換がなければ人は付いてこない。本来であれば、人材育成含め集

落の人たちが自分達で考えて、集落に合ったものを選択していけば良いが、集落だ

けでは話は進まないため、アドバイスや突っ込んだ指導等が重要かと思う。 

【委員】集落協定を集落戦略にもっていくとか、体制をRMOにするといった枠組み

だけでなく、何をやるかとかどのようにすれば、農山村地域が活性化していくかと

いった部分も非常に重要かと思う。 

【事務局】行政が枠組みだけを作り、あとは地域に任せるということではなく、

人材育成も必要ということで、来年度、県も積極的に関与して、市町村職員、

コンサル、土地改良職員も含め、人材育成の伴走支援の中で、集落のリーダー

をアドバイスできるような人を育てていきたい。 

 

②多面的機能支払制度 

    特に意見なし 

 

③環境保全型農業直接支払制度 

特に意見なし 

 

○ 事務局から資料2「令和５年度農山村振興対策事業の概要について」、 

資料2-①「農村RMO形成推進事業」、資料2-②「とやま農務ステイ事業」、

資料2-③「農林水産業の6次産業化」について説明。 



 

委員からの質問・意見及び事務局からの回答は以下のとおり。 

 

（２）令和５年度農山村振興対策の概要について  

特に意見なし 

 

①農村 RMO 形成推進事業について 

【委員】過疎地域になればなるほど、農業や地域等の部門に細分化されず、地域で

は、農業に限らない全てのことを全面的に関わっている。そうした中、行政とし

ても、横断的な支援の相談窓口があれば、非常に有り難いと感じており、農村

RMOは、農業部門に関わらなくても色々な支援を受けることができるのか。 

【事務局】例えば、地域づくり協議会（一般 RMO）などは見受けられますが、こ

うした協議会は、小規模多機能自治と親和性が高く、地域づくりを主体とした一般

RMO とされている。ただ、一般 RMO にて、農業関係の話をすると、多面的機能

や中山間直接支払の部会みたいなもので話し合ってくださいとなり、なかなか一

般の方が話し合いに入れない状況。こうした縦割りをなくすため、多面的機能や中

山間直接支払の組織を下地にどんどん一般の方も巻き込んでいく RMO へ昇華さ

せていくのが農村 RMO となり、うまく組織化されると、相談窓口となり得る。 

 

②とやま農務ステイ事業について 

③農林水産業の 6 次産業化について 

  特に意見なし。 

 

○全体を通しての質問・意見及び事務局からの回答 

【委員】地域で多面的機能支払活動をやっており、子供会や自治会等に美化活動や

用水路等の江ざらいへ協力いただいていたが、年々人も少なくなっている。これ

からは、農家とか非農家、自治会とかに組織に分けて物事を進めていくのは難し

くなっていると感じる。 


